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     （４）まとめ 
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（２）事業場所の特徴（再エネ導入のポイント） 
    諏訪湖 
    温泉 
    
 



 本事業は、諏訪市の「地球温暖化対策実行計画」に基づき、再生可能エネル
ギー導入を図る事業です。地域災害拠点病院である諏訪赤十字病院の新棟増築に
合わせて、下水熱・地中熱及び空気熱・排熱利用など、地域特性に応じた複数の
再生可能エネルギーを導入します。   

   

（１）事業概要 

実施体制 
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下水熱 空気熱 地中熱 排熱 

目 的 



   
日本赤十字社 諏訪赤十字病院（地域災害拠点病院） 
 事業場所 長野県諏訪市湖岸通り五丁目（諏訪湖に隣接、JR上諏訪駅徒歩20分） 
 病  床 数 ４５５床（一般425床・精神30床） 
   延床面積 ３４，８１３㎡ 
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（１）事業概要・・・病院の概要 
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（２）事業場所の特徴（再エネ導入のポイント） 
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 諏訪湖や上諏訪温泉、諏訪大社の上社、霧ヶ峰高原を抱える観光都市。 

湖の周りには 
大きな下水道

がある 

 病院 



・御柱 
・花火 
・間欠泉 
・諏訪湖 
・温泉 
・地酒 
・すあし 
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 間欠泉や国の重要文化財である片倉館の千人風呂など温泉が豊富な地域。 

温泉があれば 
地熱が豊富 

（２）事業場所の特徴（再エネ導入のポイント） 
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 積極的な再生可能エネルギーの導入の他、ＢＣＰ対策のため複数の熱源を選定。 

（３）地産地消型再生可能エネルギーの導入・・・システム構成 



    諏訪地域全体の下水排熱有効活用 
流域下水道排熱イメージ 

 約590ｋｍ２の工場や生活排水 
を集めた諏訪湖流域下水道（口
径２０００）が、病院が立地す
る諏訪湖畔周囲に敷設されてい
ます。 
 この都市全体の排熱を活用し、 
冷暖房に活用します。 

熱交換器管底設置方式 
 下水を直接汲み上げず熱のみ
（採熱量２００ｋＷ）活用。 8 

（３）地産地消型再生可能エネルギーの導入・・・①下水熱 

   下水管断面図イメージ 

 諏訪湖流域下水道は長野県が、 
市町村（岡谷市・諏訪市・茅野
市・下諏訪町・富士見町など）
の排水をまとめて処理。   

採熱管 



 温泉地域での効率的な地中熱活用 

地中熱 

   
 諏訪市では、地中熱利用潜在量マップを 
整備し積極的に地中熱利用促進に取り組ん 
でいます。エネルギー原単位及び稼働率の 
高い病院において、地中熱を利用し冷暖房 
に活用します。 

ボアホール（クローズ）方式 
地下水を直接汲み上げず 
熱のみ活用（採熱２００ｋＷ） 
 
 
 
深さ１００ｍ × ４０本 

9 （３）地産地消型再生可能エネルギーの導入・・・②地中熱 

   地中熱利用イメージ 
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地中熱 
採熱場所 

諏訪赤十字病院 

地中熱採熱用 
ダブルＵチューブ 

地中熱 
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（３）地産地消型再生可能エネルギーの導入・・・採熱場所配置図  

管理棟新築 

熱源利用設備 
より、 

約１００ｍ 
以内で採熱 

下水熱 着工 2016年11月 
竣工   2017年  2月  

着工 2017年度採択後 
竣工   2018年 1月（予定）  



■効率の高い再生可能エネルギーをベース運転し、省エネルギーを図ります。 
朝の立ち上げなどのピーク時は、燃焼式により冷暖房を行います。 
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（３）地産地消型再生可能エネルギーの導入・・・運転パターン 



 
 
 
 
 
 

  
 

    効率の高い機器を優先運転することで、大幅な省エネを期待！  
       省エネ率  ５３．４％低減（△１２，２２６GJ/年） 
 

下水熱 

空気熱 

地中熱 

排熱 

△６７０２ 
  GJ 

△２１３０ 
  GJ 

△３３９３ 
  GJ 

複合再生可能 
エネルギー面的利用 

△１２，２２６GJ（△３１５ｋL）   
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（３）地産地消型再生可能エネルギーの導入・・・省エネ効果 

現状は、吸収式・ボイラの運転を基準。冷温水負荷のみ。 
 
       
 
 



病院さま

ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）イメージ図 

（３）地産地消型再生可能エネルギーの導入・・・省エネ効果 

下水熱利用は空冷式と比べ、建設費は３倍以上高価。 
補助金の活用により、運営費も含めたライフサイクルコストは安価。     



Ｐ 計画 
（～平成２８年９月） 

まとめ 再生可能エネルギーの波及・普及に向けて 

Ｄ 導入 
（平成２８年１０月～平成２９年１２月） 

Ｃ 効果検証 
（平成３０年４月～平成４５年３月） 

Ａ 波及普及 諏訪赤十字病院 

シーエナジー 

  再生可能エネルギーの導入効果について、ＰＤＣＡを活用し
地域全体の活性化にお役に立てれば幸いです 
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  今後もシーエナジーは、地域特性に応じた 
再生可能エネルギーの導入を積極的にご提案致します 

下水熱 空気熱 地中熱 排熱 ＣＧＳ 地熱 小水力 

諏訪市  
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ご清聴ありがとうございました 

       平成２９年２月９日 
  下水熱利用ワークショップ 


